
市のようす（５月１日現在）

囗
は

前
月
比

451,635 人　 （ 十2,514)

229,350 人　 （ 十1,467)

222,285 人　 （ 十1,047)

155,155　　　 （ 十1,697)

■人口

男

女

■世帯
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文
化
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
　
５
月
６
月

奉
グ
ル
ー
プ
樹
油
絵
展
覧
会
＝・
二
十
一
日
ま
で

奉
松
戸
莠
会
道
展
・
・
五
月
二
十
四
日
上
玉
八
日

４
桂
雅
会
鎌
倉
彫
作
品
展
・
丑

月
二
十
四
日
～
二
十
八
日

奉
陶
芸
松
戸
作
品
展
・
＝
五
月
三
十
日
上
（
月
四
日

奉
丙
辰
書
展
＝・
五
月
三
十
日
上
（
月
四
日

休
館
日
Ｅ
月
曜
日
・
祝
日

開
館
時
間
・・
牛
前
十
時
～
午
後
六
時

″
初
日
お
よ
び
最
終
日
は
時
間
の
変
更
も
あ
り
ま
す
。

（
文
化
ホ
ー
ル
’‘
6
7
1
7
8
1
0
番
）

松戸駅市民ギャラリー

期　間 ６月３日まで ６月３日～17日

東

ギ
ャ

ラ

リ

｜

高橋宏一原画展

(絵本原画・表紙原
画)

松戸書道教室展

西

ギ
ャ

ラ

リ

｜

陶 芸 ４ 人 展

上峰喜幸・榊原智道

浪越 障・和田秀雄

清窯会陶芸展

問い合わせは社会教育課成人教育係へ

五
月

二
十
一
日
（
日

）
か
ら
、
市
民

ス
ポ

ー
ツ

セ

ン
タ

ー
、
小

金
原

体
育

館
、
常
盤

平
体
育
館
、

市
民
セ

ン
タ
ー
、
勤
労
会

館
、
婦
人
会
館

は
、

年
末
年
始

と
月
一
回
の

清
掃
日

を
除

き
、

通
年

開
館
し

ま
す

の
で
、

ぜ
ひ

ご
利

用
下

さ
い
。

本
庁
お
よ

び
支
所
な
ど
は

、
五
月
二
十
七
日

（
土
）
か

ら
毎

月
第
二

・
第
四

土
曜
日

を
休

ま
せ

て

い
た
だ
き

ま
す
。

マ
　
詳
細
＝
人

事
課
考
査
係

手

数

料

・

使

用

料

・

各

種

税

今

月

の

納

期

は

奉
軽
自
動
車
税
の
納
期
限
・
＝
五
月
三

十
一
日

使命に燃えて
消防訓練センター

八
ヶ
崎
に
あ
る
松
戸
東
警
察
署
わ
き

に

、
白
い

塔
が
そ
び
え

て
い

る
。

三
十
メ

ー
ト
ル

近
い

高
さ
の

塔
に

登

っ

て
見
下

ろ
す
と
、

一
万
二

千

平
方

メ

ー
ト
ル

余
り
の
広
い
敷
地

も
小

さ
く
見

え

る
。

こ

の
五

月
十
二

日
に

オ
ー
プ
ン
し

た

ば
か
り
の
消

防
訓
練
セ
ン

タ
ー

。

最
近
の
科

学
や
技
術
の

革
新
に
は
目

覚
ま
し
い

も
の

が
あ
る
。

私
た
ち
の
身

の

ま
杓
り
の
生

活
も
日

々

刻
々

と
変
化

し

て
い

く
。

災
害

の
種
類

も
、
生

活
様
式

が
変

化

す

る
に
つ

れ
て
次

第
に

複
雑
多

様
化

し

て

き
た
。

災

害
現
場
の
第

一
線
で
働

く
消
防

職

員

や
団

員
も
、
複

雑
多
様
化
す

る
災

害

に
備
え

る
た

め
、

最
新
の
高

度
な
消
防

技
術
の

習
得

を
強

く
求
め

ら
れ
て
い

る
。

新
設

さ
れ
た
消

防
訓
練
セ
ン

タ
ー
に

は
、
生
じ

る
お
そ

れ
の

あ
る
、
い

ろ
い

ろ
な
災
害
の

状
況
を

想
定

し
た
訓
練
施

設
が
設

け
ら
れ
た

。

実
際
に
熱
風

や
煙
を
発
生

さ
せ
て

ビ

ル

火
災
を
再
現
し

た
中
で
の

救
助
活
動
、

あ
る
い

は
建

物
の

問
に
ワ

イ
ヤ
ー
ロ

ー

プ

を
張
っ

て
の

救
出

活
動
な

ど
、
激
し

い
訓

練
が
続

く
。

市
民
の
生

命
と
財
産

を
守

る
た

め
、

今
日

も
使
命

に
燃
え
て

訓
練
に
励

ん
で

い
る
。

毎月５・20日発行

クリエイティブまつ

ど

市
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
は
通
年
開
館
し
ま

す

水緑文化



ａ 滲こT)どｏ)第７０６号

消防訓練センターが始動
県下初の多機能訓練施設

か
け
が
え
の
な
い
市
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
、
市
消
防
局
は
消

防
体
制
の
充
実
を
図
る
一
方
、
消
防
職
員
・
団
員
の
熟
練
度
を
高
め
る
努

力
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
五
月
十
二
日
、
八
ヶ
崎
に
消
防
訓
練
セ

ン
タ
ー
ガ
完
成
。
厳
し
い
訓
練
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

高
度
な
訓
練
設
備
を
備
え
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
市
民
も
防
火
訓
練
な

ど
に
参
加
で
き
る
の
が
大
き
な
特
徴
で
す
。
安
全
な
生
活
環
境
の
確
保
の

た
め
、
そ
の
有
効
利
用
と
今
後
の
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

期
待
さ
れ
る

高
度
な
訓
練

最

大
限
の

努
力
を
続
け
て

い
ま
す
。

消
防
訓

練
セ
ン
タ
ー
の
完
成
に

よ
り

、
さ
ま
ざ
ま
な
状
況

を
想
定

し
た
消
火
（
・
人
命
救
助
活
動
を
経
験

で
き

る
た
め

、
今
後
、
火
災
現
場
な

ど
で
の

対
応
に

大
き
な
力
を
発
揮

で

き
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

特
に

、
消
防
訓
練
に
必
要

な
あ

ら
ゆ
る
施
設
を
集
合
し
、
最
新
の

機
能
を
持
つ
施
設
と
い
う
点
て
、

県
内
は

も
と
よ
り
、
全
国

市
町

村

で

も
初
め
て

の
施
設
で

す
。

テ

ム
を
導
入
、
訓
練
中
の
安
全

対
策
を
万
全
な
も
の
と
し

ま
し

た
。

②
最
新
鋭
の
設
備
を
持
っ
た
、
専

用
の

耐
熱
耐
煙
訓
練
棟
を
設
置
。

実
際
の
ビ
ル
火
災
を
再
現
し
た

中
で

の
訓
練
が
可

能
で

す
。

コ

ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
に
よ
り
、
煙

道
内
で
の

消
防
職
員
の
位
置
・

状
況
表
示

、
通
話
が
可

能
。
さ

ら
に

非
常
脱

出
口
の

開
閉

が
可

能
な
ど
、
四

重
の

安
全
対
策
を

と

っ
て
い
ま
す
。

②
屋
内
で
火
災

を
発
生
さ
せ
消
火

訓
練

を
行

う
、
消
火
訓
練
室
を

設
置

。
一
般
家
庭
で

の
火
災
を

室
内
で
再
現
で

き
ま
す
。
家
庭

で
の
天
ぷ
ら
油

に
よ
る
火
災
に

対
応
す
る
市
民
の

初
期
消
火
訓

練

も
可

能
で

す
。

④
市
民
の
自
主
防
災
訓
練
な
ど
を

対
象
と
し
た
、
防
火
・
防
災
訓
練

の
メ
ニ
ュ

ー
を
用

意
し

、
さ
ま

ざ
ま
な
訓
練

が
可

能
に

な
り
ま

す
。

床 下 薬 剤 散 布
（　）は午後に実施

期 日 散 布 町 会 ・自 治 会

6/11木) 松飛台 〈産業道路東側〉

２嚠 松飛台 〈産業道路西側〉 ・串崎 南

３(土) 五 香北丘第１

５(月) 泉ヶ丘 ・串崎新田第１ ・第２

６(火) 六 実北町･東町･ 第５･ 平和台･六 実団地自治会

ア(水) 六実元町・本町・中町・双葉町・南町

８(木) 六 実緑 町

９鬯 河原塚第り・第２ ・紙敷向 新橋

10(士) 河原塚南

12(月) 紙敷新田・紙敷中内薄浦・（河原塚南山）

13(火) 和名ヶ 谷

14(水) 秋山・秋山団地 ・（秋山南）

15(木) 高塚新田

16窗 高塚新田・郊外大 橋・大橋南 ・大 橋東

19(月) 大橋

20(刈 二十世紀が丘･三矢小台３丁目･(中松町)

21(水) 柿ノ木台 ・上矢切 第１

22(*) 上矢切第２ ・第３ ・（下矢 切睦会）

23應 中矢切 ・下矢 切栄町・（下 矢切日松会）

26(月) 下矢切第1 ・第２ ・第３

2Z(火) 栗山第１ ・第２・下矢切 若葉町

あ

な
た
も
訓

練

に
参

加

を

体
験
で
き
ま
す

避
難
・
消
火
訓
練

広
く
市
民

を
対
象
と
し
て

各
種

の
訓

練
・
体
験
を
積
ん
で
い
た

だ

け
る
ぶ

つ
、
さ
ま

ざ
ま

な
メ

ニ
ュ

ー
を
用
意
し
て
い
ま

す
。

〈
市
民
対
象
の
訓
練
〉

マ
救
助
袋
な
ど
を
使
っ
た
避
難
訓

練

▽

一
一
九
番
通

報
・
煙
道
の

脱
出

訓
練

▽
天

ぷ
ら
油
火
災
を
想
定
し

た
初

期
消
火
訓
練

マ

放
水
訓

練
、
起
震
車
体
験

、
救

急
救

護
訓

練
な
ど

以
上
の

メ
ニ
ュ
ー
を
、
無
理
の

な
い
範
囲
で
行
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
。地

域
の

自
主
防
災
組
織
、
事
業

所
の

自
衛
消
防
隊
、
学
校
な
ど
で

申
し
込
ん
で

下
さ
い
。

▽
詳
細
・
＝
消
防
局
救
急
陌

火
課
四

6
3－
1
1
1
1

番
ま
た
は

お
近

く
の

各
消
防
署

消防訓練センター概要

※雨で中止 にな った場合は､ 全日程 終了 後に実施します。

E〉詳 細 … 生 活 環 境 課 環 境 衛 生 係

主な 施設名 構 造 等 機能・訓練内容

訓 練 塔 地上10 建階て ●中高層建物火災へ対応する訓練など

管 理 棟 地上２階建て
●監視室（コンピューター訓練管理シス
テムを装備）

●会議室など

耐 熱 耐 煙

訓 練 棟

平屋建て

(１部２階建て)

●煙道高温熱風発生炉消火訓練室

●ビ
ル火災を想定した人命救助・救出訓

練、一般住宅火災を想定した消火訓練

放 水訓練棟 高さ3.3m、幅7ｍ
のコンクリ ート 板

●放水訓練　　　　　　　　　　 ｜

空気充填室 一
●訓練に使った空気呼吸器のボンベに、
すぐに圧縮空気を充てんできる

･屋 外訓練場 面積9.600 ぼ ●各種消防操法の訓練､大会､行事など

映
画
と
人
形
劇
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン

入

場
無
料

・
ご
丁

九
歳
く
ら
い
が

対
象
）

二
十
六
日

五
月
二
十
五
日

期
　
日

松
飛

台
市

民
セ
ン

タ
ー

古
ヶ
先
市
民
セ
ン
タ
ー

会
　
　
　

場

午

後
三

時
～
四

時

時
　
　
　
　
　

問

″
定

員
に

な
っ
た
場
合
は
入

場
を
お
断
り
し

ま
す
。

マ
詳
細
・
＝
市
立
図
書
箆
1
6
5－
5
1
1
5

番

市
税
の
収
納

５
月
2
8日
（
日
）
も
行
い
ま
す

五
月
二
十
八
日

百

）
も
市

役

所
収
納
課
・
各
支
所
で
昭
和
六

士

一
年
度
分
の
市
税
の
納
付

を

受
け
つ

け
ま
す
。
忘
れ
て
い

る

下水道使用料

徴収事務の委託

心配ごと相談

人
は

ぜ
ひ
納
入
し
て
下

さ
い

。

マ

時
間
：
牛

前
九
時
～

午
後
四

時
マ
詳
細
Ｅ

収
納
課
管
理
係

E〉徴 収委託区域…県営 水道給水

区域内の下 水道処理区域

r〉徴収受託者…千葉市富士見2

― 15― 1 第一 環境事業株式会

社代表取締役社長・丹澤利晃

E〉徴収委託期間…平成元年４月

１日～２年３月31 日

l〉詳細…計画業務課水洗普及係

電波法違反防止旬間

６月１日～10日

期日 会　　 場 時　間

6/1附 小金原市民センター 午卯 塒

Ｓ

午後3 時２應 市役所相談コーナー

３(土)小金市民センタ ー 午前IC勦～
午後〇時30分

５(月)馬 橋 支 所

午前匐時
Ｓ
午後３時

６(刈 六 実 支 所

フ(加
常 盤 平 支 所

新松戸市民センター

９窗

市役所相談コーナー16窗

23窗

市 営 住 宅

空家入居者（待機者）募集

【〉詳細…社会福祉協議会fi68-

0503 番

C〉申込み…６月19 日(､引 ～26 日

(月) に直接住宅課へ〔申込用

紙は６月12 日(月) ～26 日(月)

の間に住宅課・各支所で配布

します〕

※配布・受け 付けとも、平日の

午前８時30 分～午後５時( ６

月24 日(土) は閉庁です)

※住宅の種類・入居資格などに

ついては、｢広 報まつど｣ ６ 月

５日号に掲載する予定です。

E〉詳細…住宅課公営住宅係

６月１日から取り扱い日を拡大

昨
年
一
年
間
に
市
内
で
発
生
し

た
火
災
は
百
八
十
一
件
。
二
日
に

一
件
の
割
合
で

火
災

が
起
き
て
い

ま
す
。
救
急
車
の
出
場
（
動
）
件

数

は
八
千
八
百
件
に
も
の

ぼ
っ
て
い

ま
す
。

都
市
化
、
生
活
様
式
の
変
化
な

ど
に
と

も
な
い
、
火

災
の
発

生
原
因
、

種

類
も

複

雑

多
様

化
し

、

救

急

出
動
の
件
数
も
増

え
て

い

ま

す

（
前
年
比
五
・
八
％
増
）
。
火

災

現
場
で

、
消
防
職
員

・
団

員
は

予

期
し

な
い
状
況
に
直
面
す

る
こ
と

も
多
く
、
限
ら
れ
た
条
件
の
中
で

安
全
確
保
は
万
全

セ
ン
タ
ー
の
大
き
な
特
色
は
、

①
訓
練
時
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
シ
ス

消
防
訓
練
セ
ン

タ
ー
建

設
の
ね

ら
い
の
ひ
と
つ

と
し
て

、
市
民
参

加

に

よ
る
防
火
・
防
災
意
識
の
高

ま

り
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

い

ざ
と
い
う
時
に
あ
わ
て
ず

初

期
消
火
等
を
行
う
こ
と
の
で
き

る

市
民
が
一
人
で
も
増
え

る
こ
と

、

そ
れ
が
消
防
局
の
願
い
で

す
。

市
民
参
加
の

メ
ニ
ュ
ー
を
用
意

訓練塔を使った救出訓練

監視室では

訓練の安全

を見守って

います

●所 在 地…八ヶ崎741」

●敷地面積…12,167mz

●建築面積…478nf

●建築延べ面積…I,122㎡

種　　　　　 別 手数 料額
内　　　 訳

収入印紙 県収入証紙

一 般 旅 券 の 発 給 8,000円 6,500 円 1,500 円

一 往 復 用 旅 券 の 発 給 4,000円 3,200 円 800円

渡 航 先 の 追 加 1,300円 1,100 円 200円

記 載 事 項 の 訂 正 700円 600 円 100円

一 般 旅 券 の 再 発 給 6,000 円 4,900 円 リ00 円

一 往復 用 旅 券の 再 発給 3,000 円 2,400 円 600円

査 証 欄 の 増 補 2,000 円 1,600 円 400円

合　　　　　　　　 冊 2,000 円 1,600 円 400円

な
ど
の

手
数
料
の
納
入
方
法

が
六

月
一
日

か
ら
変
更
に
な
り

ま
す
。

下
表
の

と
お
り
、
手
数
料
の
内

訳
が
、
収
入

印
紙
と
県
収
入

証
紙

の
二
本

立
て

に
な
り
圭
す
。
手
数

料
の

額
は
、
今
ま
で

と
同
じ
で
す
。

マ
開
設
時
間
・
＝
午
前
九
時
～
十
一

時
三

十
分
、
午
後
一
時
～
四
時

三
十

分
王

曜
曰

は
午
前
の
み
）

▽
詳
細
・：

東

葛

飾

旅

券

事

務

所

（
松
戸

市
本
町
七
－

一
〇
)
0

6
6－
4
4
1
4

番
　

テ
レ

ホ
ン

サ
ー

ビ
ス
照

罘
2
2
6
0

番

東葛飾旅券事務所
東
葛
飾
旅
券
事
務
所
（
松
戸
駅

西
口
・
千
葉
銀
ビ
ル
四
階
）
の
業

務
を
行
う
日
が
、
六
月
一
日
か
ら

拡
大
さ
れ
ま
す
。

現
在
は
月
・
水
・
金
曜
日
の
週

三
日
間
、

旅
券
の
発
給
事
務
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
六
月
か
ら

は
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
の
毎

日
（
国
民
の
休
日
・
祝
日
な
ど
は

休
み
）
利
用
で
き
ま
す
。

手

数

料

の

納

入

方

法

が

変

更

に

旅
券
法
の
改
正
に
よ
り
、
旅
券

一
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
ー
で
ん
わ
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
」



'平 成元年５月２０日
(3) ａ 滲 こ) ど ……………

市
長
・
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙

六

月
十
八
日

百

）
は
、
市
長
選

挙
お
よ

び
市
議
会

議
員
補
欠
選
挙

が
執
行

さ
れ

ま
す

。

市
民
の
皆
さ
ん
、
今
後
四
年
間

市
政
を
託
す
大
切
な
選
挙
で
す
。

棄
権
せ

ず
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

マ
告
示
日
二

（
月

十
一
貝

日
）

マ
投
票
日

上
（

月
十
八
日

目

）

午

前
七

時
～
午
後
六
時

マ
立
候
補
届
出
日
上
（

月
大

日

言

）
午
前
八
時
三
十
分
～
午
後

五
時
市
役
所
議
会
棟
）

〈

投

票

で

き

る

人

〉

昭
和
四

十
四
年
六
月
十
九
日
ま

で
に

生
ま

れ
、
平

成
元
年
三
月
十

日
ま
で
に

転
入
届
を
し
、
引
き
続

き
居

住
し
て

い
る
人

。

※
市
外
へ
転
出
し
た
人
は
、
投
票

で
き
ま
せ
ん
。

市長の窓･

投
票
日
は
６
月
1
8日
（
日
）
で
す

〈

投

票

は

記

号

式

〉

こ
の
選
挙
は
記
号
式
投
票
で
行

い
、
投
票
の
簡
素
化
を
図
り
ま
す
。

マ
投
票
方
法
・
＝
投
票
記
載
台
に
備

え
付
け
の
○
記
号
印
で
、
支
持

す
る
侯
補
者
の
所
定
欄
に
印
を

押
す
方
法
で
す
。

〈

不

在

者

投

票

〉

③
病
気
・
負

傷
な

ど
の
た
め
、
歩
行

が
著
し
ぐ
困
難
な
と
き

マ
投

票
期
間

上
（

月
十
一
日

目

）

～
十
七
日

玉

）

マ
投
票
時
間
・・
・
午
前
八

時
三
十
分

～
午
後
五
時

マ
投
票
場
所

…

市
役
所
本
館
二
階

大
会
議
室

″
支
所
で
は
で
き
ま
せ
ん
。

投
票
当
日
（
午
前
七
時
～
午
後

六
時
の
間
）
、
次
の
理

由
な

ど
で

投
票
で
き
な
い
人
は
、
不
在
者
投

票
が
で
き

ま
す
。

①
他
の
投
票
区
で
、
仕
事
に
従
事

し
て
い
る
と
き

②
他
の
市
町
村
で
、
仕
事
以

外
（
冠

婚
葬
祭
・
旅
行
等
）
の
用
事
が

あ
る
と
き

新
松
戸
の

皆
さ
ん
か
ら

署
名

を
も
っ
て

市
議
会
に

対
し

、
音

楽

ホ
ー
ル

設
置
の

陳
情
が
な
さ

れ

、
教
育
民

生
常
任
委
員
会
の

討

議
を
得
て

、
そ
の

陳
情
が
採

択

さ
れ
た
の
は

、
一
昨
年
の

九

月

市
議
会
で
の
こ
と
で
し

た
。

市
長
と
し
て
は

、
市
議
会
の

意
向
を
尊

重
し
つ
つ

、
行
政
を

執
行
す

る
立
場
に

あ
り
ま
す
の

で

、
事
務
当

局
に

対
し

早
速
、
調

査
検
討
を
進
め

る
よ

う
指
示
し

て

お
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果

、

七
百
な
い
し
八
百
席
の

ホ
ー
ル

、

付
属
施
設
を
含
め
四
千
な
い
し

四

千
五
百
平
方

び
の
音
楽

ホ
ー

ル
と
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る

う
と
の
意
向
と
な
り
、
平
成
元

〈

郵

便

投

票

〉

身
体
障
害
者
手
帳
・

戦
傷
病
者

手
帳
の
交
付
を
受
け
、
身

体
に

重

度
の
障
害
が
あ

る
人
は
、

郵
便
に

よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
、
選
挙
管
理
委

員
会

に

、
郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付

申

請
が
必
要
で

す
。

マ
投
票
の
方
法
・
＝
投
票
用
紙
と
投

票
用
封
筒
を
請
求
す
る
た
め
の

年
四

月
か
ら
始
ま
る
第
四

次
総

合
五
か
年
計
画
に

組
み
込

む
こ

と

と
い
た
し
ま
し

た
。

し

か
し

、
新
松
戸
の
駅
に
近

い

便
利

な
物
件
は
、
用
地
取
得

が
容
易
で

は
な
く
、
地
価
も
相

当
に

高
く
、
財
政
的
に
用
地
買

収
費
を

予
算
化

す
る
こ

と
は
困

難
で
す

。

建
設

資
金
の
捻

出
に
つ
い
て

練習に励む古ヶ崎中学校ブラスバンド部

請
求
書
に
署
名
し

、
郵

便
投
票

証
明
書
と
と
も
に
請

求
し
て
下

さ
い
。

″
す
で

に
郵
便
投
票
証
明

書
の

交

付
を
受
け
て
い
る
人
に
は

、
事

前
に
お
送
り
し

ま
す
。

マ
請
求
期
限
＝
・
投

票

日

前

四

日

宍

月
十
四
日
（
水
）
〕
ま
で

※
不
在
者
俗

言

郵
便
投
票
は
、

自
書
式
投
票
で
す
。

〈

選

挙

公

報

〉

選

挙
公

報
莖
（

月
十
五
日

采

）

に

新
聞
折
り
込
み
で

配
布
し

ま
亢

マ

詳
細
・
＝
選
挙
管
理
委
員
会

国
民
健
康

保
険
料

市
内
に
は

五
路
線
の
鉄
道

が

運
行
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
通
勤

・
通
学
時
の
混
雑
は
激
し
く

混
雑
の
緩
和
に

よ
る
快
適
な
乗

車

が
強
く

望
ま

れ
て

い
ま
す
。

市
民
の
要

望

に
こ
た
え

、
市

は
鉄
見

覆

等

へ
要
請
を
く
り

返
し
て
き
ま
し

る
見
込
み
で
す

。

武

蔵

野

線

も

来

春

は

東

京

駅

へ

鉄
道

網
の
充
実
に
つ
い
て
も

、

し
て
は

、地
下

鉄
十

言
忌

（
半

蔵
門
線
）
松

戸
延
伸
の

早
期
実

現
を
図

る
こ
と

が
一
番
で

す
。

こ
の
実
現
の
た
め

、
昭
和
五

十
九
年
の
署

名
運
動

を
始
め
と

し
、

昨
年
は
三

快
適
な
通
勤
・
通
学
の
た
め
に

地
下

鉄

の

松

戸

延
伸

を

た
。
そ
の
結
果

、
常
磐
線
の

車

両
の

増
発
・
増
結

が
図
ら
れ
た

ほ
か
、
冷
房
化
も
進
み
常
磐
線
、

武
蔵
野
線
お
よ

び
新
京
成
線

は

平
成
二
年
に
、
千
代
田

線
も
近

い
う

ち
に
冷
房
化
率
百
俗

ン
な

納
入
通
知
書
の
と
お
り
納
入
を

本
年
度
の
国
民
健
康
保
険
料
の

第
一
期
お
よ
び
第
二
期
分
に
つ
い

て
は

、
六
月
に
お
届
け

ず
る
納
入

通
知
書
の
と
お
り
納
入
し
て
下
さ

い
。

も
、
第
四
次
総

合
五
か

年
計
画

で
は
、
二
十
一
世
紀
の

森
と
広

場
の
な
か
に
文
化
会
館

、
郷
土

博
物
館
、
美
術
館
の
建
設

が
予

定
さ
れ
て

お
り

、
そ
の
上
更
に

音
楽
ホ
ー
ル
の
建
設
を

進
め

る

新

規

加

入

の

人

へ

平

成
元
年
四
月
一
日

以
降
、
新

た
に
松
戸
市
の
国

民
健
康
保
険
に

加
入
さ
れ
た
人
の

保
険
料
は

、
確

を
利
用
す
る
し
か
な
い
と
判
断

し
ま
し
た
。

新
松
戸
の
地
域
は
、
も
と
も

と
三

菱
地
所
を
中
心
と
す
る

デ

ベ
ロ
ッ
パ
ー
に
よ
っ
て
開
発
が

進
め
ら
れ
た
町
で
あ
り
所
謂

定
賦
課
の
第
三
期
か
ら
第
十
期
ま

で
の
八
回
に
分
け
て

納
入

し
て

い

た
だ
き
ま
す

。

マ
詳
細
・・・
国
民
健

康
保
険

課
保
険

料
賦
課
係

一
方
、
市
議
会
に
お
い
て
は

、

昨
年
九
月
か
ら

各
種
文
化

施
設

の
建
設
に
つ
い
て

調
査
検
討
す

る
、
文
化
施

設
建

設
対
策
特
別

委
員
会

が
発
足
し
て
い

ま
し

た
。

昨

年
十
二

月
の
特
別
委
員
会

武
蔵
野
線
は
京
葉
線
経
由
で
、

来
春
に
は
東
京
駅
ま
で
乗
り
入

れ
が
決
定
。
北
総
開
発
鉄
道

も

平
成
三
年
三
月
に
開
業
が
予
定

さ

れ
て
い
ま

叉

混
雑
の
抜
本
的
な
解
消
策
と

十
七
万

余
人

の

皆
さ
ん
の

署
名

と
住
民

決
起
大

会
の
盛
り
上
が

り
を
力
に

、
運
輸
大
臣
等
へ
直

接
要
請
を
行
い
、
大
き
な
進
歩

を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
早
期
実
現
の
た
め

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す

。

▽
詳
細
・
＝
交
通

対
策
課

期　別 納　　　 期 備　考

第１ 期 ６月１日～６月 末日 暫定賦 課

６月に 通

知第２ 期 フ月１日～ ア月 末日

第３期 ８月１日～８月 末日

確定賦課

８月に通

知

第４ 期 ９月１日～10月２日

第５ 期 10月１日～ 旬月末日

第６ 期 11月１日 ～11月末日

第ﾌ 期 12月１日 ～12月28日

第８期 １月１日 ～１月末日

第９期 ２月１日 ～２月末日

第10期 ３月１日 ～４月２日

と
の
協
議
を
進
め

、
具
体
的
な

作
業
に
入

る
前
提
と
し
て
の
覚

書
の
案
を
詰
め
、
今
年
二
月
の

・
特
別
委
員
会
に
お
い
て

、
こ
の

覚
書
を
締

結
す

る
こ
と
の
了
承

を
得
、
先
月

覚
書

を
締
結
し

終

音
楽
ホ
ー
ル
の
建
設
に
つ
い
て

こ

と
は

、
市
の

財
政
規
模
か
ら

み
て

、
か

な
り
無
理
が
あ
り
ま

す

。い
ろ
い
ろ

考
慮
の
末
、
住
民

の
皆
さ
ん
や

市
議
会
の

意
向
に

沿
ラ
為
に
は

、
私

は
民
間
活
力

「
民
活
」
の
ハ
シ
リ
で
あ
っ
た

わ
け
で
す

。
そ

こ
で

、
私

は
三

菱
地
所
に
赴
き

、
音
楽

ホ
ー
ル

の
建
設
協

力
に
つ
い
て

、
そ
の

意
向
を
打
診
し

、
良

好
な
感
触

を
得
る
こ
と

が
出
来
ま
し

た
。

に
お
い
て

、
音
楽

ホ
ー
ル
の

建

設
は
「
民
活
」
に
よ

る
こ
と

、

そ
の

交
渉
の
相
手
方
と
し
て
は
、

三
菱
地
所
と
す
る
こ
と
に
つ
い

て
了

承
を
得
ま
し
た
。

以
後
、
事
務
的
に
三
菱
地
所

え
ま
し

た
。

建
設
の

場
所
は
、
新
松
戸
の

ダ
イ
エ
ー
隣
の
三

菱
地
所
所
有

地
で

、
市
は
こ

れ
を
借
地
し
、

設
計

・
施
工

は
同
社
で
行
い

、

完
成
後
市
は

建
物
を
買
い

受
け

実
の
な
る
木
を
あ
っ
せ
ん

マ

引
渡
し
日

時
・
場
所
上
（

月

大

日

百

）
午
前
十
時
～
午

後
三

時

松

戸
駅
東
口
の
松
戸
中

央
公

園

（
返
信
は

が
き
に

案
内

図

を
記
載
し

ま
す

）

マ
申
込
み
＝
十
記
要
領
で
五
月

二
十
八
日
ま
で
に
（
当
日

消

印
有
効

）

※
引
き
渡
し
当
日

必
ず
取
り
に

来
ら
れ
る
人
に
限
る
。

▽
詳
細
・
＝
公

園
緑
地
課
小
鳥
を

呼
ぶ
係

樹 種 名 価 格 樹 種 名 価 格

ウメモドキ

ピラカンサス

イヌツゲ

カリン

センリヨウ

1本450円

350

400

450

600

西洋シャクナゲ

ブルーベリー

甘ガキ

べニカナメ

ツバキ

ブドウ

1本650円

400

350

450

450

350

る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

市
は
、
よ
り
良
い
音
楽

ホ
ー

ル
の

建
設
を
願
い
、
各

方
面
の

専
門
の

先
生
方
か
ら
な

る
懇

談

会
を
発
足
さ
せ
既
に
い
ろ
い

ろ
の

角
度
か
ら
御
討

議
を
願

っ

て
お

り
、
特
別
委
員
会
の
審
議

と
並
行
し
て

基
本
設
計
を
ま
と

め
て
行

き
た
い

と
存
じ

ま
す
。

こ

れ
ら
の

経
過
を
経
た
後
、

実
施
設

計
、
工

事
費
の
積
算
、

譲
渡
金
額
お
よ

び
支
払
い
方

法

等
を
つ

め
、
そ
の
契
約
案

を
市

議
会
に
付

議
し

、
議
決
を
得
た

後
着
工
の
運

び
と
な
り
ま
す
。

着
工
は

来
年
中

を
め
ざ
し
て

い

ま
す

が
、
私
の
責

任
で

完
成

さ
せ
た
い
と
願

っ
て
い
ま

す
。

じ〉詳細…東葛飾支庁総務課企画係*161 ―2111

内線107 番

い
人
は
電
話
で

ご
連
絡
下

さ
い

。

▽
用
意

す
る
物
＝
・
期
限
切

れ
の

被
保
険
者

証
、
印
鑑

、
通
知

ハ
ガ
キ

マ
詳
細
・
＝
国
民
健
康

保
険

課
資

格

給
付
係

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証

早
め
に
更
新
手
続
き
を

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

証
は
二

年
ご
と
に

更
新
さ
れ
ま

す

。有
効
期
限
が
切
れ
た
被
保
険

者
証
で
は
受
診
で
き
ま
せ
ん

。

早

の
に
更
新
手
続
き

鞁

現
在
入
院
等
で

来
庁
で
き

な

内　容 日　 時 会　場

バ ス ツ ア ー
6/15( 木)

松戸市役所 前

集合 一解散

(定員100 人)
(県立中央博
物館、船橋港

遊覧等)

宮間満寿
雄

県民の日・東葛飾地域行事

| ※５月31日( 水) 鷂着で､往復 ハガ キに申込者全員 の住 所･

氏名・年齢 ・電 否番号を 明 己し て、〒271 松戸 市小根本

フ番地干葉県東葛飾支庁総務課企画系へ

おはなしキャラ バン

6/3( 土)
市民 会館

①午後２時から

②午後４時から
301会 議室

福祉 施設紹介 ・バザ ー
６／ ３(士) 市民 会館

東葛飾地域観光物産

緑化苗木の無料配布 午後３ 時から ホワ イエ

l Ｏ価格は消費税込み

O 各樹木とも､高さ45～100 ㎝根巻きまたはポット 物



ａ 滲Ｄど(ｏｍａ 滲Ｄど

6
月
4
日
は
春
の
市
民
ぐ
る
み
で
ク
リ
ー
ン
デ
ー

六

月
四
日
（
日

）
は
、

い
春
の

市

民
ぐ

る
み
で
ワ

リ

ー
ン

デ
ー
」
で

す

。

ゴ
ミ
の

な
い

き

れ
い

な
街
づ

く
り
に

、
み

な
さ
ん

の

参
加
と

協
力

を

お
願
い

し
ま

す

。

関
東

地
方

環
境
美
化
運
動
の
日

六
月
四
日

百

）
を

「
ゴ
ミ

ゼ
ロ

の

日
」
と
定
め
、
関
東
地
方

一
都

九
県
が
同
一
歩
調
を
と
り
、
統
一

美
化

運
動
を
行
い
ま
す
。

マ
時
間
・
＝
午
前
中
の

一
時
間
程
度

市
内
を
流
れ
る
代
表
的
な
一
級

河
川
で

あ
る
坂
川
の
市
民
清
掃
行

動
が
、
昨
年
十
月
に
「
坂
川
を
美

し

く
す
る
実
行
委
員
会
」
　（
代
表

・
岡
田
晴
一
郎
氏
）
に
よ
っ
て
行

わ

れ
ま
し

た
。

昨
年
の
河

川
清
掃
に
は
、
松
戸

神

社
周

辺
の

流
域
自
治
会
、
青
年

会
議

所
、
建
設
業
協
会
、
千
葉
大

学
有
志
な
ど
三
百
を
超
え
る
人
た

ち

が
参
加
し

、
川
の
中
に
入
っ
て

※
雨
天
の

場
合
は
大

貝

日
）
に

順

延
し

ま
す
。

マ
清
掃
範
囲
＝
・
町
会
内
の
公
園
な

ど
の
公
共
ス

ペ
ー
ス

や
家
の
周

辺
の
清
掃

を
し
て
下

さ
い
。

マ
主
催
…

関
東

地
方

一
都
九
県
各

市
区
町
村

マ
詳
細
・
＝
清
掃

第
一
課
業
務
係

江

戸

川

ク

リ

ー

ン

作

戦

こ
の
作
戦
は
、
河
川
美
化

月
間

の

一
環
と
し
て

行
わ
れ

る
も
の
で

す
。江

戸
川
沿
岸
の
十
四
市
区

町
村

が
同
一
歩
調
を
と
り
、
河
川

敷
の

清
掃
を
行
い

ま
す
。

マ
時
間
・：
午
前
九
時
～
十
時

※
雨
天
の

場
合
は
十
一
日

百

）
に

順
延
し

康
ｙ

。

マ

集
合
場
所
・：
地
図
上
Ａ
・
Ｂ

・

Ｃ

・
Ｄ
の

最
寄
り
の
地
点

、

マ
清
掃
範
囲
・
・
栗
山
取
水
場
か
ら

カ
ン
や

ビ
ン

、
自
転
車
な
ど
を
引

き

上
げ
た
り

、
堤

や
河

川
沿
い
道

路
の
清
掃

を
行
い

ま
し

た
。

今
年
も

、
六
月
四
日

百

）
の

グ

リ
ー
ソ
テ
ー
に
、
「
坂
川
を
美
し
く

す

る
実
行

委
員
会
」
に

よ
っ
て

、

坂
川
市
民
清
掃

が
予
定
さ
れ
て

い

ま
す
。

清
掃

が
終
わ

っ
た
後
に

は
、
昨

年
と
同
様
に
交

流
会
も
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
の
で

、
実
行
委
員
会
で

松
戸

排
水
機
場
ま
で

の
河
川
敷

マ
主

催
・
＝
建
設
省
江
戸
川
工
事
事

は
、

市
民
の

皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い

ま
す
。

坂
川
に

清
流
を
復
活

さ
せ
よ
う

と
す

る
坂
川

清
流
復
活
事
業
は
、

建
設

省
の

「
ふ

る
さ
と
の
川
モ
デ

ル
事
業
」
の
事
業
認
定
を
前
に
、

’今
年
度
は

、
浄
化

施
設
の

設
置
、

矢
切
地
区
か
ら
の

導
水
な
ど
が
行

わ
れ
ま
す

が
、
官

民
一
体
と
な
っ

た
清
流
復
活

運
動

が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

務

所

マ
詳

細
・：
清

掃
部
管
理
課
庶
務

係

当
日
の
河
川

清
掃
に
参
加
す
る

人
は

、
直
接

、
集
合
場
所
に
お
集

ま
り
下
さ
い

。

皆

さ

ん

も

一

緒

に

参

加

し

ま

せ

ん

か

マ
日

時
二
（

月
四
日

百

）
午
前
九

時
三
十
分
～
正

午

（
受
け
付
け

は

、
午
前
兀
時
か
ら
）〔
雨
天
の

場
合
工
貝
日
〕
に
順
延

″
終
了

後
、
交

流
会
を
予
定

マ
集

合
場
所
・・
・
松
戸
神
社
境
内

マ
清
掃

区
間
・・
・
松
戸
神
社
を
中

心

に
春
雨

橋
か
ら
角
町
レ
ン

ガ
橋

ま
で

を
予

定

マ
詳

細
＝
・
治

水
計
画
課

婦
人
問
題
に
関
す
る
論
文
募
集

マ
テ
ー
マ

＝
・
「
人
間
ら
し
い
生
き

方
を
求
め
て
」
①
家
庭
生
活
・

地
域
参
加
に
関
す
る
こ
と

②
職

業
に
関
す
る
こ
と
③
高
齢
化
社

会
に
関
す
る
こ
と

マ
応
募
資
格
・
：
市
内
在
住
・
在
勤

で

十
五

歳
以

上
の
人

マ
応
募
方
法
・・
・
テ
ー
マ
に
即
し
た

も
の

な
ら
、
題
・
内
容
は
自
由
。

字
数
は
四
百

字
詰
め
原
稿
用
紙

（
Ｂ
４
判
縦

書
き

）
五
枚
程
度
。

別

紙
に

題
名
・
氏
名
・
年
齢
・

性
別

・
職
業
ま
た
は
学
校
と
学

年
・
住
所
・
電

話
番
号

を
書
い

て
添

付
し
て
下

さ
い

。

※
論
文
集
を
作
成
し

、
応
募
作
品

は

お
返
し
し

ま
せ

ん
。

著

作
権
は
松
戸
市
に
属
し
ま
す

。

″
募

集
要

項
は
、
支
所
な
ど
に
も

あ
り

ま
す
。

マ
応
募

先
王
（

月

百

采

）
か
ら

八
月
三

士

貝

木
）
〔
当
日
消

印
有

効
〕
ま
で

に
、
直
接
ま
た

は

郵
送
で

〒
二
七
一
松
戸
市
根

杢

二
八
七

卜
五
松
戸
市
役
所
事

務

管
理

課
婦
人

担
当
室
へ

明
日
の
親
の
た
め
の
学
級

マ
日
時
二
（

月
六
日
～
七
月
二
十

五
日
の
毎
週
火
曜
日
（
計
八
回
）
、

午
後
六

時
三
十
分
～
九
時

ヱ

箍

…
市
民
会
館

マ
内
容
＝
・
「
結
婚
っ
て
ど
ん
な
こ

と
？
」

、
「
幸
福
な
家
庭
を
つ

く
る
た
め

に
」
、
「
妊
娠
・
出
産

の
基
礎
知
識
」
な
ど
の
お
話
と

映
画

※
希
望
者
に
は

、
実
費
で

血
液
検

家庭看護教室

【〉対象…将来のために家庭看護

を勉強したい人、家族にお年

査
も
行
い

ま
す

。

マ
講
師
…
千
葉
大

学
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
・
時
田
光
人
氏

、
医
師
・
林

謙
治
氏

ほ
か

マ
対
象
＝
未
婚
・
新
婚
・
妊
娠
期

の

こ

れ
か

ら

親

と

な

る
男

女

（
力
ッ
プ
ル
歓
迎
）

▽
定
員
＝
・
先
着
三

十
人

マ
申
込
み
・：
電
話
で

社
会
教
育
課

青
少

年
婦
人

係
へ

寄りや病 人のいる人

※男性歓迎

E〉定員…先着30 人

E〉申込み…5 月25 日(木) までに、

往復ハガキに郵便 番号・住所

・氏名・電話番号・参加動機

を記入して、〒271 松戸 市小

根本７松戸保健所保健指導課

家庭看護教室担当(S61-21

21 番) へ

期 日 内　　　　　　 容 時　 間 持 ち 物 会 場

5/26宙

オリエンテーション
高齢化社会を迎えて
(講義)お年寄りの心とがらだ
お年寄りのお世話と基本 午後１時

～ ４ 時

＼
松 戸
保健所

スラックス

などの軽装
・バ
スタオ

ル･ヒモ･洗
濯ばさみ

6/2鬯 (実技)起こし方
、寝巻・シーツ

の交換方法、足浴、洗髪

９鬯

特別養護老人ホーム
｢緑風園｣ の見学実習

｢老人の特徴に
ついて｣

医師・小板橋和冶氏

現地集合

午前９時30分
～午後３時

昼食
上履き

(靴式のも
の)

緑風園

(和名
ヶ谷14

84)

16鬯

老人の栄養について
調理実習

いざという時役立つ福祉制度

午前９時30分
～午後２時

エプロン・

三角きん・
主食・ふき
ん

松 戸
保健所

23廏

だれにでもある更年期
虹の会(目主サークル)について
座 談 会
修 了 式

午後１時
～ ４ 時＼

千葉県警察官採用試験各 種 検 定 試 験巡回経営・融資相談

E〉受付期間…６月７日(水) ま で

E〉受付場所…松戸・松戸東警察

署または各派出所・駐在所

【〉日時…６月７日( 水) 午前10 時

E〉募集人員…大卒または来春卒

業見込みの男子約80 人

E〉試験日…１次＝６月18 日（日）

E〉詳細…松戸警察署067-1111

番・松戸東警察署042-3111

番の 各警務課

30分～午後３時30分

【〉会場…六実支所

C〉内容…経営および融資全般

C〉相談者…中小企業経営コンサ

ルタント・商工課融資係

l〉費用…無料

l〉詳細…商工課振興係

６ ／１～１４は図書館が休 館　　　　 ｜

ｉ

図書館は、本館･分 館･ 移動図書館車｢ み

どり号｣ とも、６月１日(木) ～14 日(水) ま ｜

で図書特別整理期間のため休館し ます。　i

t〉詳細…市立図書館登65 一5115 番　　　　　ｌ

公
認
の
私
立
幼
稚
園
に
三

・
四

・
五
歳
児
を
通
園
さ
せ
て
い

る
保

護
者
の
経
済
的
負
担

を
軽
く

す
る

た
め
、
市
は
、
次
の
二
つ
の
補
助

金
事
業
を
行
い

康

司

幼
稚
園
就
園

奨
励
費
補
助
金

マ

対
象
＝
・
平
成
元
年
六
月

百

現

在
市
内
に
住
ん
で

い
て
、
公
認

の
私
立
幼
稚

園
に
四

・
五

歳
児

を
通
わ
せ
て

い

る
保
護
者
の

う

ち
、
平
成
元
年
度
の
市
民
税

所

得
割
額
が
九
万
九
千
円
以
下
の

世
帯
（
下

表
参
照
）

※
世
帯
の

中
で
二
人
以
上
の

所
得

が
あ
る
と
合
算

さ
れ
ま
す

。

※
市
民
税
未
申
告
の
人
は

、
七
月

二
十
日

采

）
ま
で
に
市
民
税

課

へ

申
告
し
て

下
さ
い
。

▽
申
請
手
続
き
＝
・
幼
稚
園
が
指
定

元気に遊ぶ園児たち

個
人
市
政
見
学
会
に
ご
参
加
を

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

l〉日時…７月５日・19日の各水曜日、午前８時40

分～午後３時30分

l〉コース…市役所正面玄関(集合)～健康増進セン

ター～公設地方卸売市場南部市場～消防局～小

金原市民センター(昼食)～クリーンセンター～

資源リサイクルセンター～文化ホール(解散)

C〉定員…各20人( 個人)

※応募多数の場合は抽選します。

E〉費用…無料　 、

1》申込み…５月31日(水)必着で、往復ハガキに住

所・氏名・年齢・電話番号・希望日( １人１枚

厳守) を記入し、〒271 松戸市根本387 － 5 松

戸市役所広報課へ

し

た
日
ま
で

に

「
保

育
料
等
減

免
措
置
に
関
す

る
調
書
」（
六

月

に
幼
稚
園
か
ら
配
布
さ
れ
ま
す
）

を
通
っ
て
い

る
幼
稚
園
に

提
出

し
て
下

さ
い

。

幼

稚

園

児

補

助

金

▽
対
象
・
・
平
成
元
年
五
月
一
日
現

在
市
内
に
住
ん
で
い
て
、
公
認

の
私

立
幼
稚
園
に
三

・
四

・
五

歳
児
を

通
わ
せ
て
い

る
保
護
者

マ
補
助
金
額
＝
・
五

歳
児
上

一
万
円
、

日
本
国
憲
法
に
う
た
わ
れ
て
い

る
と

お
り

、「
基
本
的
人

権
」
は
、

人
間

が
平

和
に

生
き
石
上
で

最
も

大
切
な
権
利
で
す

。

互
い
の
人

権
を
尊

重
し

、
明
る

い
社
会
を
つ
く

る
た
め
に

、
人
権

擁
護
委

員
は

、
皆

さ
ん
の

ご
相
談

を
お
受
け
し
て
い

ま
す
。

人

権

相

談

▽
特
設
相
談
日
時

・
会
場
＝
・
市
役

所

本
庁
＝

第

〒

第
四

金
曜
日
、

常
盤
平
支
所
＝
第

一
水
曜
日
、

四
歳
児
＝
一
万
五
千
円
、
三

歳

児
ユ

二
千
円

（
す

べ
て
年
額
）

▽
申
請
手
続
き
…
各
幼

稚
園
で
行

い

ま
す
。

※
市
外
の
幼
稚
園
に
通
わ
せ
て
い

る
場
合
は
、
各
幼
稚
園
ま
た
は

教
育
委
員
会
庶
務
課
庶
務
係
へ

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

▽
支
給
時
期
・
＝
幼
稚
園
就
園
奨
励

費
補
助
金
―
十
二
月
中
旬
、
幼

稚
園
児
補
助
金
＝
七
月
中
旬

▽
詳
細
・
＝
各
幼
稚
園
ま
た
は
教
育

委
員
会
庶
務
課
庶
務

係

小
金
原
支

所
＝

第
一
木
曜
日

、

小
金

支
所
＝

第
一
土
曜
日

、
い

ず
れ

も
午

前
十

時
～
午
後
三

時

（
た

だ
し

、
小

金
支
所
は
午
後

(ラ ンク)お よび補助金費補助金の基 準就園奨励

区
分
基準市民税年額( 平成元年度)

補助金 額
(年額)

Ａ
生 活保護世帯 一市民税が ○円の
世 帯

108,000 円
を限度

Ｂ
市民税所得 割額が○円の世帯

(均等割の み)
84,200 円
を限度

Ｃ
市民税所得 割額が

99,000 円以 下の世帯
48,700 円
を限度

零
時
三
十
分
ま
で
）

マ
法
務
局
松
戸
支
局
の
相

談
＝
・
休

日
お
よ

び
第
二

・
第
四
土

曜
日

を
除
く
毎
日

毎
年
六
月
一
日
は

「
人
権

擁
護

委
員
の
日
」
で
す

。

人
権
擁
護
委
員
は

、
国
民
の

基

本
的
人
権
を
擁
護
し

、
見
守

る
、

民
間
人
に
よ
る
人

権
の
見
張

り
役

を
務
め
て
い
ま
す
。

本
市
に

も
、
下

表
の
と
お

り
九

人
の

人
権
擁
護
委
員
が
い
ま

す
。

お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ

さ
い

。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
か

た

く
守
ら

れ
水
子

。

マ

詳
細
・・
・
援
護
課
庶
務
係

市
で
は

、
災
害
時
に
市
民
の

皆

さ
ん
に
い

も
早
く
情
報
を
伝

え
る
た
め
に
、
防
災
行
政
用
無

線
局

（
固

定
系
）
を

設
置
し
て
い

ま
す
。

現
在

、
毎
日

午
後

六
時
に
点

検
を
兼
ね

て
、
子
供
の
帰

宅
を

促
す
放
送

を
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
か
り
八
月
下

旬
ま
で

は
、
大
気
の

状
態
が
不
安
定
な
た

こ

れ
は
、
大
気
中
に
あ

る
電

離
層
に

電
波
が
あ
た

る
と
反
射

し
て

、
電
波
障
害
を
起
こ
す
現

象
で

、「
ス
ポ
ラ

デ
ィ

防災行政用無線局の

電 波障害 につ いて

め
、
午
後
六
時
以
外
の
時

間
帯

に
他
市
の
放
送
や
雑
音

が
入

る

な
ど
の
異
常
現
象

が
起
こ

る
こ

と
が
あ
り
ま

す
。

松戸市人権擁護委員

ッ
ク
現
象
」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

市
か
ら
放
送
す
る

場
合
に
は
、
必
ず
「
こ

ち
ら
は
、
松
戸
市
役

所
で
す
」
と
放
送
し

ま
す
。
近
ぐ
の
放
送
塔

か

ら
、
ス
ポ
ラ
デ
ィ
ッ

ク
現
象
と
思
わ
れ
る
放
送

、
雑

音
な
ど
が
出
た
時
は
、
市
役
所

防
災
課
に

ご
連
絡
下

さ
い

。

マ

詳
細
・：
防
災
課

平
根
　
孝
男
氏

谷
口
　

充
徳
氏

永
井
　

修
洋
氏

樋
口
　

家
弘
氏

青
野
　

哲
玄
氏

和
田
　

康
男
氏

有
坂
　

星
子
氏

川
村
　

幸
信
氏

島
村
　

芳
子
氏

氏
　
　

名

大
谷
口
三

一
九
－

六

中
金
杉
ニ

ー
ニ

○

松
戸

一
九
〇
〇

松
戸
二

〇

一

馬
橋
二
五
四
七

松
戸
新
田

一
八
－

四

金
ヶ
作
三
〇
六

岩
瀬
二
五

仲
井
町
一

〒

一
二
八

住
　
　
　

所

4
2－

１
４
８
８

4
2－

フ

９
２
５

6
2－

２
９
０
４

6
4ｊ

８
３
２
１

4
1１

３
０
０
９

6
2－

フ
Ｂ
５

３

8
7－

５

０
５
５

6
4１
６

３
６

３

6
2－

５
２
８
６

電
話
番
号

障害者に理解を

心のふれあいを大切に

種　目 試験期日 会　 場 費　　　　 用 受　付

珠

算

1～3級 6/25( 日)
市立第一

中 学 校

１ 級　　　1,550 円

２ 級　　　1,130 円
３ 級　　　　930 円

４～ ６級　　720 円
(１ 級は５ｍ ｘ４㎝の

写真が必要です)

5/29( 月)
Ｓ

6/1W
4～6 級 6/17( ±)

松戸

商工会館

販 売 士

３　　 級
7/12 冰）

松戸

商工会館
2,580円

6/5(1 月)

Ｓ

6/13C 火)ワ ープロ

３　　 級

７／８(士)

９(日)

松戸
商工会館

お よ び
指定会場

5,150円

E〉受 付時間…午前９時～午後４時30 分（土曜日は正午 まで）

c〉申込み…直接、松戸商工会議所(1164-3111 番）へ

洗剤は石けんなど

無リンのものを

使いましよう

家 内労働旬 間の実 施　　　　　 ｜

家内労働者の労働条件の向上と生活の安

定を図るため、家内労働手帳の交付徹底と

家内労働による災害の防止を主に、５月2白

日から31 日 までの11 日間実施されます。　 ｜

1〉詳細…千葉労働基準局賃金課00472-5 軻

-5211 番　　　　　　　　　　　　　　　　　｜

児童手当６月期分を支給します

受け取りは６月12日から

昭
和
五
十
八
年
四
月
二
日
以

降

生
ま
れ
の
児
童
を

含
む
満
十
八

歳

未
満
の
児
童
を
二
人
以
上
養
育
し

て
い

る
人
で

、
認
定

さ
れ
て
い

る

人

に
六
月
期
分
（
二
月
～
五
月
分
）

を
受
給
者
の

指
定
預
金
口
座
に
振

り
込
み

ま
す
。

※
申
請
し
て

却
下

さ
れ
た
人
に
は

。

振
り
込
み
さ
れ
ま
せ
ん
。

現
況

届
の
提
出

を

児

童
手
当
受
給
者
は
、
毎

年
六

月

一
日
か
ら
三

十
日
の
間
に

、「
児

童

手
当

現
況
届
」
を
提
出
し
て
下

さ
い

。
継
続
受
給
者
に
は
、
書

類

を
送
付
し

ま
す
。

提
出
が
な
い

場
合
は
、
受
給

資

格
が
あ
っ
て

も
六
月
以
降
の

支
払

い

を
受
け

る
こ
と
が
で

き
な
く

な

り
ま
す
。

マ
受
付

窓
口
・
＝
市
役
所
援
護

課

。

市
民

課
・
各
支
所

マ

詳
細
・・
・
援
護
課
援
護
係

敬
老
お
こ
づ
か
い

９
月
に
支
給
し
ま
す

6
9歳
以
上
の
人
は
申
請
を

▽
対
象
・・
平

成
元

年
四
月
一
日
現

在
、
本
市
に
住
民
票
が
あ
る
満

六

十
九
歳
以
上

の
人

（
大
正
九

年
四

月
一
日
以

前
生
ま

れ
）
。

た
だ
し

、
す
で

に
支
給
さ
れ
て

い

る
人

、
申
請
済
み
の
人
は
申

請
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

マ
支

給
額
・：
七

千
円

（
所
得
・

年

金
に

は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
）

▽
申

請
先
・
＝
な
が
い

き
課
、
各
支

所

、
常
盤

平
・
矢
切
老
人
福
祉

セ
ン

タ
ー
へ
印

鑑
持
参
の
う
え

申

請
し
て
下

さ
い

。

マ

詳
細
・・・
な
が
い

き
課
庶
務
係

食生活講座　①

期日 時　 問
内　　　 容

講　　 義 調理実習

5/

26愬

午前10時

～ 正 午
健康と 食
生 活につ
い て ＼

６／

２愬

午前10時

～　午後

１時30分

あな た
の

食事量は
大丈夫？

主婦の１

食分

９窟
塩分１
日

１０ｇ知っ
ていきす
か？

素材を上

手に生 か

して

16圈
楽し い食
事作り 心
がけ
てい

ますが？

手作り ス

ピード 料

理

D〉申込み…電話で健康管理課常盤平方面保健室

容84-1333 番へ

食生活講座　 ②

期日 時　間
内　　　 容

講　　 義 調理実習

６ ／

６(火)

午前10時

～ 正 午

健康と 食

生活につ

い て ＼
13(火)

午前10時

～　午 後

１時30分

あな たの

食事量は

大丈夫？

主婦の１

食分

20(火)

塩分１日

10 巳知つ
ています
か？

素材を上

手に生 か

して

27(火)
楽しい食
事作り 心
がけてい
ますか？

手作り ス

ピード 料

理

【〉申込み…電話で健康管理課小金方面保健室へ

さ わや か健康教 室

期日 時　 間 内　　　　　　　 容

5/

30(火)

午前10時

～ 正 午

講話「コレ ステロ ール・血圧につ
い て」

話し 合い「コレ ステロ ール・血圧
を 下げる生活 の過ごし 方」

31困
午前10時
Ｓ

午後２時

講話と 調理実習
｢ コレ ステロール ・血圧を下
げる ための食事 のポ イント｣

亠

C〉会場…小金市民センター

C〉対象…基本健診でコレ ステロールが高めで、

コレ ステロール・血圧に関心のある人

l〉定員…先着20 人

l〉費用…無料　　　　　　　　　　　　　　　.

D〉持ち物…筆記用具( ２ 日目はエプロン・三角

きん・ふきん・食器を持参して下さい)

【〉申込み…電話で健康管理課小金方面保健室へ

小学生の母親のための

保健セミナー講演会

【〉日時…６月16 日( 金) 午前９時30 分 ～11 時30 分

(開 場午前９時10 分)

【〉会場…市民会館大ホール

l〉内容…講演①｢ 思 春期の男女の性｣ ～ 医学的

立場から＝虎ノ門病院産婦 人科思春期外来医

師・堀口雅子氏②｢ 家 庭でできる性の対応一

親の役割｣ ～社会教育的立場から＝横浜思春

期問題研究所長・渡辺信一氏

D〉申込み…学校を通してとりまとめて行い ます。

,※車での来場はご遠慮下さい。乳幼児の保育は

ありません。

E〉詳細…健康管理課松戸方面保健室

坂

川

市

民

ク

リ

ー

ン

作

戦

相
談
は
お
気
軽
に
人
権
擁
護
委
員
へ

補助金を支給します

みんな

で参

加
しま
し
ょ
う

会
　

場

定
　

員

費
　

用

小
金
原
市
民
セ
ン

タ
ー

先

着
　
二
十
人

四
日

一
コ

ー
ス
で

材
料
費
九
百
円

会
　

場

定
　

員

費
　

用

五

香
市

民
セ
ン

タ
ー

先

着
　
十

五
人

四
日

一
コ

ー
ス
で
材
料
費
七
百

円

江戸川クリーン作戦案内図

昨年の江戸川クリーン作戦と坂川清掃(左下)

ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
と
江
戸
川
ク
リ

ー
ン
作
戦
を
同
時
に
行
う
「
春
の

市
民
ぐ
る
み
で
ク
リ
ー
ン
デ
ー
」

は
、
昭
和
五
十
七
年
か
ら
実
施
し

て
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
間
に

す
っ
か
り
定
着
し
ま
し
た
。

ゴ
ミ
の
な
い
き
れ
い
な
街
づ
く

り
の
た
め
に
、
多
く
の
人
の
参
加

と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

松
戸
神
社
周
辺
の
河
川
清
掃

私立幼稚園児に

人
権
を
守
る
人
権
擁

護
委
員



ａ 滲こTT)ど( ｏ第７０６号

エコマーク
環境保全に役立つ商品の目印です

最

近
、

化
粧

品
の
ス

プ

レ

ー

や
台

所
用

品
な

ど
に

、

下

に

あ

る
マ

ー

ク

の

付

い

て
い

る

も
の

が
あ

る
の

に

お
気

づ

き
で

し
よ

う
か

。

こ
の

マ

ー
ク

は
「
エ
コ

マ

ー

ク
」
と

い
い

、

環
境

保

全
に

役
立
つ

商
品
に

付

け

ら

れ
る
こ

と
に

な
っ

た

も
の
で

す
。

エ
コ

マ

ー

ク

エコマーク商品対象品目

品　　　 目　　　 名 マ ーク 表示 認定

商品

数

特定フロ ンを使用しない スプ
レ ー製品
(人体に使 用する ものに限る)

オゾ ンそう の

ほご
33

台所流し 台水切り用 三角コー
ナー

(メッシュなど ができるだけ
小さいもの)

水をきれい に

２

台 所流し 台水切り用 スト レ ー
ナー

(メッシュなど ができるだけ
小さいも の)

２

台所 流し 台水切り 用ろ 紙袋 ５

食用 油吸い 取り 紙 -

生ご みコ ンポスト 化機器 ご みを生か す ２

環境に関する雑誌または書籍
(再生紙を使用 するも のに限
る)

みどり のほん ２

ま

ず
4
6
商

品

を

対

象

エ
コ
マ

ー
ク
事
業
は

、
環
境
庁

の
指
導
の
も
と
に

、
財
団
法
人

・

日
本
環
境
協
会

が
実
施
し
て
い

る

も
の
で
す
。
消
費
や
廃
棄
の
段
階
で

環
境
保
全
に
役

立
つ
商
品
に

マ
ー

ク
を
付
け
て
消

費
者
に

勧
め
る
こ

と
に
よ

っ
て
、
環

境
保
全
型
の

商

品
を
普
及
さ
せ
、
消
費
生
活
に

伴

う
環
境
汚
染
の
低

減
を
図
る
と
と

※マーク表示とは、 マーク の下に書き添えら れる その商

品の環境保全上 のねらいを 示すキャッチフレ ーズです

ち
に
、
環
境
保
全
意

識
を
高
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

エ
コ
マ
ー
ク
の
対
象
は

、
①
使

っ
て

も
環
境
を
汚
す
こ
と

が
少

な

い
も
の
②
使
え
ば
環
境
を
改
善
で

き
る
も
の

③
使
っ
た
あ
と
捨
て
て

も
環

境
を
汚
し

に
く
い
も
の

④
そ

の
他

環
境
保
全
に
役
立
つ
も
の

、

以
上
の
ど
れ
か
に
あ
て
は
ま
る
商

品
と

な
っ
て
い

ま
す
。

エ
コ

マ
ー
ク
商
品
の
第
一
次
品

目
と
し
て
は

、
表
の

と
お
り
の

七

品
目

が
選
定
対

象
で

す
。
メ

ー
力

１
か
ら
串
し
込
み
の

あ
っ
た
中

か

ら
、
日
本
環
境
協
会
に
設
け
ら

れ

た

エ
コ
マ
ー
ク
事
務
局
の
認
定

し

た
四
十
六
商
品
に
マ

ー
ク
が
付

け

ら

れ
て
、
店
頭
に
並
ぶ
こ
と
に

な

り
ま
し
た
。

高

め

よ

う
環

境

保

全

意

識

今
後
、
さ
ら
に

検
討
が
な
さ
れ
、

よ
り
多
く
の
品
目
が
対

象
と
さ
れ

る
予
定
で
す
。
商
品

を
使
用

、
消

費
す
る
側
で
の
環
境
保
全
意
識

が

高
ま
る
と
と
も
に
、
商
品
を
提
供

す
る
事
業
者
の
間
に
も
環
境
保
全

志
向
が
強
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

▽
詳
細
＝
向

費
生
活
課
消
費
生
活

係

ま
つ
ど
文
学
散
歩
2

永
井
荷
風

「
断

腸

亭

日
乗

」

文

化
勲
章
受
賞

作
家

・
永
井

荷
風

は
、
昭
和
二
十
年
に
東
京

で

罹
災
し

、
二
丈

年
（
六
十

八

歳
）
か
ら

市
川
市
菅
野
に
移

住

、
独

身
で

自
炊
の
生
活
を
送

り
ま
し
た

。

荷
風
が
松
戸
の
街
を
見
だ
の

は
、
日
記
「
断
腸
亭
日
乗
」
に

よ
る
と
一
回
だ
け
あ
る
と
い
い

ま
す
。

荷風自筆の矢切の渡しスケッチ(断腸亭日乗から)

不
用
品
交
換
情
報

○
今
回
掲
載
分
の
紹

介

▽
申
込
方
法
・
・・
締
め

切
り
は
五
月

二
十
四
日

（
当
日

消
印
有
効
）

①
希
望
品

名
②
住

所
③
氏
名
④

電
話
番

号
（
昼

間
の
連
絡
先
）

を
（

ガ
キ
に
明

記
。
（

ガ
土

枚
に
品

名
一
点

マ
相
手
の

紹
介
＝
・
月
末
に
抽
選
を

行
い

、
当
選
者
だ
け
に
電
話
連

絡
し

ま
す
。
紹
介
後
は
自
主
交

渉
と

な
り
ま
す
。

マ
申

込
先
・
＝
消
費
生
活
課
消
費
生

活
係

譲

り

ま

す

【
家
具
類
】
◆
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ド

三
千
円

・
七

千
円
◆

ダ
ブ
ル

ベ
ツ

そ

こ
に

描
か
れ
て

い

る
松
戸

の
街
は
＝
・

（
昭

和
二
十
二
年
二
月
十
日

の
日
記

）荷
風
散
人
年
六
十
九

二
月
十
日
。
晴
。
午
に
近

く
扶

桑
氏

来
る
。
共
に
バ
ス

に
て
松
戸

税
務
署
に
至
り
江

戸
川
の
堤
上

を
歩
む
。
松
戸

の
町
は

市
川
と
は
異
り
洋
風

の
家
屋

殆
無
き
を
以
て

古
駅

の
趣
あ
り

。
田

舎
風
の
老
婆

三
々
五

々
手
に
張
子
の
達
磨

風
車
等

を
携
へ
対
岸
よ
り
橋

を
わ
た
り
て

来
る
を
見
る
。

柴
又
参
詣
の

帰
り
な
る

べ
し

家
に
か
へ

り
て
暦

を
見
る
に

果
し
て

庚
申
の
日

な
り
。

（
「
断
腸
亭
日
乗
第
三
十
一

ド
無
料
◆
座
卓
二
千
円
◆
サ
イ

ド

ボ
ー
ド
無
料
◆
食
器
だ
な
五
千
円

◆

木
製
肘
掛
い

ず
四
脚

無
料
◆

籐

張
り

パ
イ

プ
い

す
二
脚

七
千
円

【
電
気
製
品
】
◆
ス
テ
レ

オ
無
料

◆
冷
蔵
庫
一
万
円
◆

電
気
ス

ト
ー

ブ
二
千
円
◆
扇
風
機
二
千
円
◆

釜

式
ド
ラ
イ
ヤ
ー
ハ

千
円
◆

加
湿
器

一
万

円

申

し

込

み

は

（

ガ

キ

で

◆
金
属
製
衣
装
ケ

ー
ス
（
５

個
）
二

千
円
◆
自
動
車
補

助
い
ず
無
料
◆

や
ぐ
ら
こ
た
つ
五
百
円
・

製
図
台

一
式

一
万
円
・

ヨ
ー
グ
ル

ト
メ

ー

カ
上

一
千
円
・

電
動
の

こ
ぎ
り
四

千
円
・

⑦

ガ
ス
ス

ト
ー
ブ
一
万

円

【
子
ど
も
用
品

】
◆

ベ
ビ
ー
カ
ー

千
円

・
三
千
五
百
円
◆

ベ
ビ
ー
用

ロ
ー
チ

ェ
ア
五
百
円
◆

ペ
ビ
ー
キ

ャ
リ
ア
ー
無
料
◆
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド

七
千
円
◆
子
供

用
シ
ン
グ
ル

ベ

。

ド
五
千
円
・
子
供
用
二
段
べ
ッ
ド

無

料
【
ス

ポ
ー
ツ

・
楽
器
】
◆
エ
レ
ク

ト
ー
ン
無
料

［
日

用
雑
貨
］
◆
コ
タ
ツ
板
無
料

◆
テ
レ

ビ
台
無
料
◆
天
火
五
百
円

旧

水
戸
街
道
を
横
切

り
、
春
雨

橋
の

あ
た
り
で
も

通
っ
た
も
の

と
思

わ
れ
ま
す
。

松
戸
三
丁

目
、
宮
前
町
、
下

横
町

、
角
町
、
納
屋

河
岸
な
ど
、

戦
後
す

ぐ
の

街
並

は
、
宿
場
町

松
戸

を
し
の

ぼ
せ

る
も
の
が
あ

っ
た
の
で
し

ょ
う

。
市
川
と
異

な
り
洋
風
の

家
は

ほ
と
ん
ど
な

く

「
古
駅
の

趣
」
と

描
写
し
て

い
ま
す
。

現
在
で
は

、
こ
の

あ
た
り
も

多
く

が
「
洋
風
の

家
」
に

建
て

替
え
ら

れ
、
マ
ン

シ
ョ
ン

ー
ア

パ

ー
ト
も
多

く
な
り

ま
し

た
。

し
か
し

、
散
策
す

る
と

懐
か

し

さ
を
感
じ
さ
せ

る
古
い
民
家

も
チ
ラ

ホ
ラ
見
掛
け

る
こ
と
が

で

き

ま
す
。

荷
風
は
、
こ
れ
よ
り
十

五
年

前
の
昭
和
七

年
に
、
柴

又
の
江

戸
川
堤
か
ら
矢

切
の
渡
し

場
を

見
て
、
渡
し
の
看
板
の
ス
ケ
ッ

チ
を
描
い
て

い
ま
す
。

当
時
の
松
戸

税
務
署
は
、
Ｊ

Ｒ

松
戸
駅
の
近

く
、
現

在
の

松

戸
ビ
ル

あ
た
り
に
あ
り

、
こ
こ

か
ら
江

戸
川
堤
に
出
る
に
は

、

譲
り
た
い
人

は
、
品

物
の
詳
細

を
電
話
で
申
し
込

ん
で

く
だ
さ
い
。

価
格
は

一
万

円
ま
で
で

す
。

原
則
と
し
て

、
衣
料
品
・
食
料

品

・
自
転
車

・
自
動
車
は
扱
い
ま

せ
ん
。
六
月

二
十
日
号
に

掲
載
し

ま
す
。

マ
申
込

期
間
・
＝
五

月

二

十

四

日

（
水
）
ま
で

マ

申
込

先
・・
・
消
費
生
活
課
消
費
生

活
係

（
昭
和
七
年
二
月

一
日
の
日

記
）

荷
風
散
人
年
五
十
四

二

月
初
一
　

晴
れ
て
風
和

な
り

、
午
後
中
洲
よ
り
本
所

柳
島
に

至
り

、
京
成
電
車
に

て
柴

又
に

往
く
、
（
略
）
堤
に

登
り
て
見

れ
ば
水
の
流
は
広

か
ら

ず
、
両

岸
の

河
原
茫
漠

と
し
て

枯
蘆
の
み

限
り
な
く

茂
り
た

る
を

広
々
稲
の
や
う

に
刈
り
で
束
ね
た
り
、
蘆
の

間
に

一
條
の
小

道
あ
り
、
水

邊
に
達
す
る
と
こ
ろ
に
渡
船

の
札
を

立
て
た
り

、
思
ふ
に

矢
切
の
渡
し
と
い
ふ

は
こ
れ

な
る

べ
し

（
「
断
腸
亭
日
乗
巻
十
六
）

荷
風
は
十
五
年
を
隔
て
て

、

江

戸
川
の
松
戸
側
と
柴

又
側
の

両
方
の
情
景
を
日
記
に

書
い

た

こ

と
に
な
り
ま
す
。

（
市
立
図
書
館
）

花
と
緑

フ
ル
ム
ネ
ン

シ
ス

観
葉
植
物
の
育
て
方

ツ
ユ
ク
サ
類

ツ

ユ

ク

サ

科

の

多

年
草

は

、

観

ｌ
ｒ
　
廴

葉
植
物
と
し
て
、
茎
が
匍
匐
性
が

あ
り
広
が
り
や
す
い
た
め
、
特
に

つ

り

鉢

向

き

で

広

く

楽

し

ま
れ

て

い

ま

す

。

種
　
　

類

ト
ラ
デ
ス
カ
ン
チ
ア
属
（
つ
り
鉢
向
）

ア

ル

ビ
フ

ロ

ラ

ー

、

ア

ル

ビ

ビ

ッ

タ

ー

タ

、

ブ

ロ

フ

エ

ル

デ

ィ

、

フ

ル

ム

ネ
ン

シ
ス

セ

ブ

リ

ナ

属

（
つ

り

鉢

向

）

ク

ア

ド

リ

カ

ラ

ー

セ

ト

ワ

レ

ア

セ

ア

属
（
鉢

植

え

向

）

パ
ー
プ
ル
ハ
ー
ト

ギ

バ

シ

ス

属

（
つ

り

鉢

向

）

ブ

ラ

イ

ダ

ル

ベ
ー

ル

、

フ

イ

リ

ブ
ラ
イ
ダ
ル

ベ
ー
ル

ム
ラ
サ
キ
オ
モ
ト

属
（
鉢
植
え
向
）

ム
ラ
サ
キ
オ
モ

ト
、
フ
イ
リ
ム

ラ

サ
キ
オ
モ
ト

育

て

方

こ
れ
ら
の
種
類
は
原
産
地

が
、

南
北
ア

メ
リ
カ
大
陸
で
戸

外
で

は

越

冬
で

き
な
い
の
で
、
冬
は
室
内

の

明
る
い

所
で

育
て
ま
す

。

増

や

し

方

ト
ラ
デ
ス
カ
ン
チ
ア
・
セ
ブ
リ

ナ
・
ギ
バ
シ
ス
属
の
も
の
は
、
挿

し
芽
で
増
や
し
ま
す
。

時
期
は
四

月
下

旬
か
ら
九
月
中

旬

ま
で

行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

方
法
は

茎
を
二
～
三
節
切
り
取

り
、
鉢
に
直
接
挿
す
方

法
と

育
苗

箱
に
三
～
五
惣
間
隔
に
挿

す
方
法

が
あ
り
ま
す
。

用
土
は
別
に
選
ぶ
必
要
は

な
く
、

水
に
つ

け
て

お
い
て
も
発
根
し

ま

す
。直

挿
し
の
場
合
、
四
号

鉢
に
三

～

五
本
ぐ
ら
い
挿
し
ま
す
。

ブ
ラ
イ
ダ
ル

ベ
ー
ル
は
三
～
五

本

束
に

し
て

、

三
ヵ

所
ぐ
ら
い

に

分
け
て

挿
し
ま
す
。

セ
ト
ク
レ
ア
セ
ア
属
、
ム
ラ
サ

キ
オ
モ
ト

属
は
株
分
け
で

増
や
し

、

四
～
五
月
に
一
～
一
本
分
け
で
植

え

ま
す
。

用
土
は

赤
土
と

腐
葉
土
の
混
合

土
で
十
分
で

す
。

手

入

れ

茎

が
伸

び
る
種
類
は
下

茎
が
落

ち
て
立
ち
、
も
と
か
ら
二
～
二
節

を
切
り
戻
し
て
新
し
い
茎
を
出
さ

せ
て

、
こ
れ
を
繰
り
返
し

ま
す

。

ブ
ラ
イ

ダ
ル

ベ
ー
ル
は
全
体

を

短
く
切
り
戻
し
て
、
株
の
更
新

を

図
り
ま
す
。

越

冬

法

室
内
の
暖
か
い
場

所
で
あ
れ

ば
、

株
の

消
耗
も
少
な
く
育
ち
ま
す

が
、

夏
の

よ
う
に

成
育
し
な
い
の
で
、

親
株
と
し
て

越
冬
さ
せ
、
春
に
こ

れ
を
挿
し
芽
し
て
増
や
し
ま
す
。

十

月
中
旬
以

降
は
灌
水
を
控
え

め
に
し

、
十
一
月
上
旬
に
伸
び
た

茎

を
全
体
の

三
分
の
二
く
ら
い
に

切
り
戻
し
て
、
室
内
の
暖
か
い
場

所
に
置
い
て

管
理

し

ま
す

。

病
虫
害
（
ハ
ダ
ニ
）

芽
や

新
芽
に

被
害
を
与
え
ま
す
。

ケ
ル

ヤ
ン

、
モ
レ

ス
タ
ン
を
二

千
倍
液
に
し
て

散
布
し

ま
す
。

マ
詳
細
＝
公

園
緑
地
課
緑
化

係

環境保全を考えて商品を選びましよう

生活の

知恵覚えてください

○
次
回
掲
載
分
の
申
し
込
み



平成元年５月２０日ｍ ａｓ求こT)ど

矢

切

公

民

館

昭
和
五
十
一

年
七
月
に

、
さ
ま

ざ
ま
な
福
祉
施
設
や
図

書
館
分
館

を
集
め
た
総
合
福
祉
会
館
内
の
三

階
・
四

階
部
分
に
オ

ー
プ
ン
し

ま

し

た
。

公
民
館
は
市
民
の
皆
さ
ん

が
、

語
ら
い
や
遊
び
や
学
習

を
通
し
て

、

自
ら
を
創
造
す
る
広
場
と
し

て
親

し
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
し

て
い

ま
す
。

こ
こ
で
は

、
恵
ま
れ
た
静
か

な

環
境
の
中
、
今
日
も

ふ
れ
あ
い

と

文
化

が
生
ま
れ
て
い

ま
す
。

マ
施
設
・
＝
ホ

ー
ル

・
会
議
室
・
講

座
室
二
室

▽
利
用
時
間
＝
牛

前

九
時
～

午
後

九
時

（
月
曜

・
祝
日
は

休
み

）

▽
交
通
：
松

戸
駅
か
ら

市
川

行
き

バ
ス
・
浅
間
台
下
車

マ
詳
細
・
＝
矢
切
公
民
館
・
1
6
8
－

１

２
４
１

番

心を落ち着け筆をはこびます（講座室で）

あ
な
た
の
健
康
1
3
7

あ
る
日
突
然
、
足
の
指
、
特
に

親
指
の
関
節
が
は
れ
上
が
り
、
激

し
い
痛
み
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
立
っ
て
い
る
こ
と
も
、
寝
て
い

る
こ
と
も
で
き
な
い
程
の
痛
み
で

す
。
こ
れ
を
痛
風
発
作
と
呼
び
ま

す
が
、
痛
み
は
数
日
で
う
そ
の
よ

う
に
消
え
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
、
十
分
に
治
療
を
し
な

い
で
い
る
と
、
そ
の
合
併
症
が
や

が
て
全
身
に
表
れ
、
腎
臓
病
、
心

臓
病
、
脳
卒
中
な
ど
を
引
き
起
こ

し
ま
す
。

痛
風
と
い
う
病
気
は
、
血
液
の

中
の
尿
酸
と
い
う
物
質
が
一
定
以

ま
た
年
齢
的
に
は
、
四
十
上
（

十

歳
代
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
年
代
の
男
性
で
、
ア
ル
コ

ー
ル
を
飲
み
す
ぎ
た
り
、
そ
の
た

め
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
が

で
き
な
い
、
あ
る
い
は
精
神
的
な

ス
ト
レ
ス
が
強
い
、
と
い
っ
た
生

活
が
長
く
続
い
て
い
る
と
よ
り
危

険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

食
生

活
を
工

夫
し
て

ア
ル
コ

ー
ル

は
程
々
に

昔
の
日
本
に
は

、
痛
風

患
者
は

ほ
と
ん
ど
い
な
か

っ
た
の
で

す
が
、

近
年
食
生
活
の

欧
米
化
で

、
肉
食

上
に
な
る
と
。
関

節
を
は
じ

の
体
の

さ
ま

ざ
ま
な
と
こ
・

ろ
に

沈
着
し

、
悪

さ
を

始
め

る
の
で

す
。た

だ
こ

れ
は
、

尿

酸
の

多
い

状
態

が
何
年
、
何
十
年

と

続
い
て

初
め
て

痛
風
と

な
り
ま
す
。

こ
の
よ

う
に

尿

酸
は

多
い

が
、
ま

だ
痛
風
を
起
こ
し

て
い

な
い

状
態
を

高
尿

酸
血
症
と
呼

び
ま
す
。

痛 風

従
っ
て
、
高
尿
酸
血
症
の
状
態

に
あ
る
人
は
、
痛
風
の
予

備
軍
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す

。

四

十

～

六

十

歳

代

の

男

性

は

ご

用

心

さ
て

、
痛
風

は
ど
ん
な
人

が
か

か
り
や
す
い
病
気
な
の
で
し
ょ
う

か

。体
質
も
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
性

別
で
は
男

性
が
圧
倒
的
に
多
く

、

中
に心
の

食
事
と
ア

ル
コ

ー
ル

の
多
飲

に

よ
り
急
激
に
増

え
て

き
ま
し
た
。

バ
リ
バ
リ
働
く

け

れ
ど
、
酒
も

ガ

ブ
ガ
ブ
、
食
事
は

い
い
か

げ
ん

、
そ

の
う
え
運
動
不
足

、

そ
ん
な
中
年
男
性

は
要
注
意
で

す
。

肉
や
ア
ル
コ

ー

ル
の
取
り
過

ぎ
は

高
尿
酸
血
症
の

大

き
な
引
き

金
に

な

り
ま
す
か
ら
控
え
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

発
作
の
痛
み
は
、
コ
ル
ヒ

チ
ン

と
い
う
薬
を
飲
め
ば
す
ぐ
に
消
え

ま
す
し
、
痛
風

発
作
の
原

因
と
な

る
高
尿
酸
血
症

も
別
の

薬
を
飲
め

ば
、
十
分

治
療
す
る
こ

と
が
で

き

ま
す
。

健
康

診
断
で

高
尿

酸
血
症
を
指

摘
さ
れ

た
ら

是
非
医

師
に

ご
相
談

下

さ
い

。

（
松
戸
市
医
師
会
）

二
十
世

紀
が
丘
萩
町

一
辺

が

Ｉ
μ

を
超

え
る
ほ

ぼ

正

方
形
の
立
体
。

ざ
ら

ざ
ら
し

た

そ
の
表
面
に
は

、
奇
妙
な
突

起
が
い

く
つ
も
飛

び
出
し
て
い

る
。

島

剛

さ
ん

荒
廃
し

た
大
地
か
ら
、
新
た

な
生
命
体
が
生
ま
れ
出
た
よ
う

な
イ
メ
ー
ジ
を
想
起
さ
せ
る
こ

の
作
品
「
F
i
r
e
w
o
r
k
-
6
3
」
は
、

第
十
九
回
現
代
日

本
美
術
展
の

大
賞
に

輝
い
た
。

出

品
数
至

言

二
十
点

（
八

亘

干

人

）
の
コ
ン
ク

ー
ル
で

頂
点
に
立
つ
だ
の
は
、
東
京
芸

術
大

学
大
学
院
に
在
籍
す

る
島

剛

（
つ
よ
し

）
さ
ん
、
二
十
五

歳
で
あ

る
。

F
i
r
e
w
o
r
k
は
、
木
製
型
枠

（
島
さ
ん
自
身
の
言
葉
を
借
り

れ
ば
棺
桶
風
外
枠
）
の
内
側

未来を見つめる表現者
を
バ
ー
ナ
ー
で

あ
ぶ
り
、
型
枠

が
外
に
ふ
く
ら
ん
だ
と
こ
ろ
へ

コ
ン

ク
リ
ー
ト
を
打
ち
込
ん
で

つ

く
る
。

こ
の

方
法
を
三
年
間
続
け
、

受
賞
作
は
六
十
三

番
目
の
も
の

だ

。独
自
に

考
案
し

た
作
品
の
制

作
課
程
を
本
人
は

『
四

角
か
ら

丸
へ
』

と
表
現
す
る
。

「
無
機
的
な
四
角

い
型
に

、
命
の
象
徴

で
あ

る
炎
を
浴
び
せ

か
け

る
と

、
そ
れ
は

丸
み
を
帯

び
、
生
命

感
蓆
を
持
っ
た
卵
の
イ

メ

ー
ン
に

な
る
の
で

す
」
。
作
品
に
込
め
ら

れ

て

い
る
の
は

、
潜
在

意
識
の
奥
に
あ

る
人

間
の
原
的
存
在

だ
。

小
さ
い
こ
ろ
か
ら

、

物
を
作
る
の
が
大
好

き
だ
っ
た
島
さ
ん
に

と
っ
て

、
自
分
の
手

を
動
か
し
て

作

る
彫

ハイこちら内線600番

施設あん

ない

刻
は
、
一
番
実
感
が
あ
る
と
い

将
来
、

『
樹
木
へ
』
と
い
う

テ
ー
マ
で
創
作
活
動
を
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
縦

に
の
び
る
イ
メ
ー
ジ
の
作
品
群

と
な
る
。

彫
刻
科
で
同
級
だ
っ
た
奥
さ

ん
と
結
婚
し
て
、
昨
年
十
一
月

に
長
女
波
椰
子
ち
ゃ
ん
が
生
ま

れ
た
。
娘
の
成
長
を
願
う
気
持
ち
が
、

『
樹
木
へ
』
と
い
う
テ
ー
マ
に

オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
し
て
い
る
と

考
え
る
の
は
、
あ
な
が
ち
、
間

違
い
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

人

まちの話題をお知らせ下さい。

(右)六高 台　 鈴 木 美 穂さん(中３)

(左)五香六実　 藤 井 真理 子さん(中３)

私
た
ち
は
、
六
実
中
学
の
合
唱
ク
ラ

ブ
に
入
つ
て
い
ま
す
。

曲
は
、
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
も
の

が
大
好
き
で
す
。

学
校
の
先
生
が
松
戸
フ
ィ
ル
で
、
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
を
吹
い
て
る
ん
で
す
よ
。

私
だ
ち
と
同
じ
年
く
ら
い
の
人
が
、

す
ば
ら
し
い
演
奏
を
す
る
ん
で
、
と
て

も
感
激
し
ま
し
た
。

「第1回青少年と松戸シティフィ

ルの協演」と題したコンサートが、

５月５日のこどもの日に、市民会

館ホールで行われました。

オーケストラと夢の協演をした

のは、オーディションで選ばれた

中学１年から高校３年までの女性

５人。

それぞれソロで登場し、得意な

ピ アノやバイオリン、オーボエ

で松戸シティフィルハーモニー管

弦楽団とショパンのピアノ協奏曲

やメンデルスゾーンのバイオリン

協奏曲などを堂々の演奏。

満員の聴衆もクラシック音楽の

世界にうつとり引き込まれました。

夢だった／中高校生が松戸シティフィルと協演

見事な演奏に聴衆うっとり



第７０６号

民謡教室

E〉日 時… ５月21 日～８月27 日の

毎週日曜日、午前10 時 ～正午

E〉会場…矢切 公民館

【〉費用…教材費1,000 円(１ヵ月)

【〉内容…発声の基本・唄い方 ・

基本練習

に〉講師…鈴木仰有氏

【〉定員…先着30 人

E〉申込み…電話で矢切公民館登

68―1241 番へ

楽しい絵本講座パートⅢ

「よみきかせの楽しさ」

E〉日時…６月１日(木) 午 前10 時

～正午

に〉会場…婦人会館和室

E〉費用…無料

E〉講師…日本子どもの本研究会

・関日奈子氏

E〉詳細…みみをすます会 一橋本

登68 ―5341 番

音楽の広場（合唱講座）

じ〉日時… ５月23 日( 火)午 後１時

30分 ～３時30 分

l〉会場…市民会館音楽室

r〉費用…テキスト代2,700 円

l〉詳細…社会教育課市民文化係

市民バドミントン

クラブ対抗戦（ダブルス）

l〉日時…６月ｎ 日・18日の各日

曜日、午前９時～午後５時

※11日は男女１～２部、18日は

男女３部～５部

l〉会場…小金原体育館

r〉費用…Ｉクラブ3,000円(シャ

トルは各クラブ持参)

l〉申込み…５月28日(日)午後２

時から運動公園体育館会議室

で行われる代表者会議で

l〉詳細…松戸市バドミントン協

会・長谷川fi41―7925番

バドミントン・

軽スポーツ教室

c〉日 時… ６月３日(土)･10 日(土)

・16 日( 金) 、午後７時～９時

c〉会場…小金原体育館

r〉対象…一般市民( バ ドミント

ンは初心者)

E〉費用…保険料300 円

E〉申込み…電話で体育指導委員

・赤間容42 ―4649 番 へ

健康体操（婦人）教室

l〉日 時…６月、７月の毎週月曜

日( 第４週を除く) 計 ６回、

午前９時～11 時

l〉会場･‥①小金原体育館②常盤

平体育館

l〉費用…保険料など2,600 円

l〉申込み…当日会場で

E〉詳細…松戸市健康体操連盟 ・

①は梶野昔42－2602 番、②は

斉藤S45 ―6186 番( 午後７時

以降)

初級手話ボランティア養成教室

E〉日時…６月１日・６日･15 日・

20 日･22 日･29 日、７月４日・６

日･11 日･20 日･25 日･27 日 の各

火･ 木曜日、午前10 時 ～正午

E〉会場…市社会福祉協議会

C〉費用…教材費400 円

E〉定員…先着30 人

C〉申込み…5 月25 日(木)までに、

電話で市社会福祉協議会容68

一〇503番 へ

松戸交通安全母の会

創立20周年記念式典

C〉日 時…５月23 日(火) 午後１時

E〉会場…市民劇場

C〉内容…式典終了後､楽 劇団｢い

ちょう座｣ の歌でつづる明治･

大正・昭和史の公演

C〉費用…無料

C〉詳細…安全課庶務係

名画劇場「ローマの休日」

i〉日 時…６月11 日( 日) 午後１時

30分 から

【〉会場･･･矢 切 公民館 ４階 ホール

D〉定員…170 人

【〉費用…無料

D〉申込み…電話で矢切 公民館容

68―1241 番へ

松戸市グラウンドゴルフ協会

設立記念大会

じ〉日時… ５月28 日( 日) 午 前９時

開始( 雨天の場合は中止)

l〉会場…江戸川河川敷サッカー

・ラ グビー場

l〉対象…一般市民

l〉費用…保険料１チーム600 円 、

協会未加入チーム3,600 円(年

間登録料含む)

じ〉申込み…各地区体育指導委員

理事か当日会場で

l〉詳細･‥体育指導委員・中川容

92―5511 番

市民ボウリング教室

D＞日 時…毎週金曜日、午後９時

～11 時

E〉会場…松戸グランドボウル

C〉対象…一般市民

C〉費用…１人１回1,000 円( レ ー

ン使用料など)

【〉申込み…当日会場で

【〉詳細…松戸市ボウリング協会

・島村042 ―7362 番

｢健康づくりのための体操｣

講演と実技

E〉日 時…５月20 日(土) 午 後１時

30分 ～４時

l〉会場…勤労会館

に〉講師…山田健康センター所長

・山田領蔵氏

に〉費用…会員500 円 、一般700 円

E〉詳細…はづ き会・成田f167 －

2877 番

松戸東ローターアクト

無料映画会

C〉日 時… ５月28 日( 日)、 午前11

時 と午後２時の２回

l〉会場…市民劇場

l〉内容…手塚アニメ｢ジャングル

大帝｣.｢ リ ボンの騎士｣ ほ か

l〉申込み…当日会場で

t〉詳細…福沢容68 ―3143 番

文化ホール郷土歴史講座

「わらぞうり作り」

|〉日時…５月26日(金)午後１時

～５時

【〉会場…文化ホール

【〉対象…一般市民

l〉費用…無料

※ハサミを持参して、軽作業の

できる服装で

l〉講師…小野瀬ふじえ氏

l〉定員…先着30人

C〉申込み…５月20日(土)午前９

時30分から、電話で文化ホー

ル067 ―7810番へ

つ くしバザ ー

E〉日時…５月27日(土)午前10時

～正午

D〉会場…県立松戸つくし養護学

校(五香駅東口下車徒歩12分)

※品物の提供などご協力をお願

いしますO

E〉詳細…県立松戸つくし養護学

校ＰＴＡバザー実行委員会容

85―1632番( 午前９時～午後

３時)

流山青年の家主催研修会

【〉期日…①青少年演劇指導者研

修会＝5 月27日(土)～28日(日)

②宿泊研修指導者研修会＝6

月３日(土) ～４日( 日)の Ｄ 自

２日

E〉会場…流山青年の家

E〉費用…①1,650 円②2,150 円

E〉申込み…電話で流山青年の家

Q0471 ―59 ―2005 番へ

白藤会水墨・墨彩画展

t〉日 時…5 月27日(土)～31 日(水)

〔29 日(月) は休み〕、午前10

時 ～午後６時( 初 日は午前10

時30 分 ～午後４時30分)

r〉会場…市民会館２階ロビー

【〉詳細…小島062 ―5448 番

●市役所(66)1111# 常盤平支所(87)2131

●小金支所(41)5101# 小金原支所(44)4151

●六実支所(85)0113# 馬橋支所(45)2131

●新松戸支所(43)5111･ 矢切支所(62)3181

●東部支所(92)3061

グラウンドゴルフ教室

E〉日 時‥･６ 月４日・18 日の各日

曜日、午前 ９時～正午

l〉会場･･幸谷小学校

l〉対象…一般市民

l〉費用…無料

l〉申込み…当日会場で

l〉詳細…体育指導委員・吉村昔

41―3323 番( 夜 間)

春の市民ハイキング

【〉日時… ６月10 日(土) 午 後11 時

に松戸伊勢丹前広場出発.11

日( 日)午 後９時帰着予定

E〉行き先…山梨県日向山

1〉費用…9,000 円

l〉定員…先着40 人

【〉詳細…松戸市山岳協会・高橋

登62 －1800 番

予 防 接 種

M  M R (麻しん･おたふくかぜ･風しん)とおたふくかぜ

E〉予 防接種の種類…①ＭＭＲ②

おたふくかぜ

E〉対象…生後12 ヵ 月以上72 ヵ 月

未満で、①麻しんの予防接種

を受けていない人②既に麻し

んの予防接種 を受けた人で、

おたふくかぜの単独予防接種

を希望する人

に〉申し込みをする人…①麻しん

の予防接種を受けていない人

で、問診票( 無料券) を持って

いない人

②おたふくかぜの単独予防接

種を希望する人

※①・②とも右記要領のとおり

ハガキで申し込んで下さい。

E〉申し込まなくてもよい人…昭

和63 年 ４月１日～５月31 日に

生 まれた人には、６月上旬に

直接問診票(MMR) を送りま

す。以前の問診票を持ってい

る人で、麻しんの予防接種を

受けていない人は、そのまま

ＭＭＲの予防接種に使用でき

ます。

※既に麻しんの予防接種を受け

た人は、ＭＭＲの予防接種は

受けられませんので注意して

下さい。

ハガキ申し込み要領

1〉詳 細…保健衛生課予防衛生係

救急 医 療 体 制　　 健 康 保 険 証 を忘 れ ず に ／

◆夜間急病診療所( 毎日)･ 午後8時～11時衛生会館内　　 昔68-3756番

◆待機病院( 毎日)･午後5時～午前9時テレホンサービス　O66-0010 番

◆緊急休日在宅当直医･午前謗~ 午後5時ﾃﾚﾎﾝｻｰ ﾋﾞｽ　　S66-0010 番

◆ 休日土曜日夜間歯科診療所･午後8時～1塒 衛生会館内O65-3430 番

ａ 廖Ｄどｏ）

ワードプロ セッサ ーセ ミナ ー

欲
午前９ 時～

正午

午後１時30分

～４時30 分

6/6  C火)
Ａ コ ー ス Ｂ コ ー ス

ア困

８困
Ｃ コ ー ス Ｄ コ ー ス

９廁

【〉会場…松戸商工会議所ホール

C〉定員…各コースとも先 着10 人

l〉費用…会議所会員3,000 円, 非

会員15,000 円

E〉詳細…松戸商工会議所昔64 －

3111 番

春のさつき展

【〉日時…5 月23日(火卜28 日(日)、

午前９時～午後５時

t〉会場…運動公園体育館

に＞詳細…松戸さつ き会・渡辺昔

62―1356 番

盆養菊植え込み講習会

1〉日 時…６月４日( 日)午 後１時

～３時

|〉会場…市民会館１階料理教室

【〉講師… 日本菊花会審査員・生

繁操氏ほか2 人

※苗は用意し ます。

【〉詳細…飯尾登62－6350 番

三歳児健康診査

平成元年度三歳児健康診査を

行います。対象者全員に調査票

を郵送し、回答内容により必要

な幼児には個人通知をし、二次

健診を行います。

へ 対　 象　 児 発送予定

前期
昭和61年1 月１日

～４月30日生ま れ
の児童

５月中旬

中期
昭 和61年５月１日

～ ８月31日生まれ
の児 童

８月中旬

後期

昭 和61年９月１日

～12月31日 生まれ
の児 童

11月中旬

※平成元年４月16日以降に住民

登録をした人や調査票の届か

ない人は、ハガキに下記の項

目を明記してお送り下さい。

C〉詳 細…松戸保健所保健指導課

登61 ―2121 番

愛 の 献 血

期日 会　　 場 時　間 主 催

5/20

出

ＪＲ松戸 駅

東　　　 口

午前10時

Ｓ

午後４時

松

一戸

市

l〉詳細…健康管理課業務係

国保松戸市立病院

看護婦.パート看護助手募集

E〉職種…①看護婦り隹看護婦②

パート看護助手

E〉年齢…①35歳まで②40歳まで

※市内医療機関勤務者はご遠慮

下さい。

E〉詳細…市立病院庶務課人事係

S63 ―2171内線2413番

おしらせ

もよおしもの

スポーツ
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